
東福保育園 ２歳児

年間テーマ

探求テーマ　　 2024年 11月 27日（水）

子どもの姿

「問い」を考える

活動をデザインする

環境をデザインする

小グループを構成する

振り返り

偶然見つけた虫にどのような反応を示すか

子どもの言葉・姿 写真

・テラスで遊んでいると壁や天井に虫がたくさんいて、子

ども達は見つけることを夢中で楽しんでいた。

・観察する中いろいろな発見や驚きを通して探求すること

の楽しさを知ることにつながるのではないか。

・偶然見つけた虫にどのような反応を示すか

・テラス内を探索し虫を探す。

・見つけたことを喜び保育士に知らせる。

・友だちの発見を見て、一緒に喜んだり探して遊ぶ楽しさ

を感じる。

．柵に足をかけたりしないようにする。

・自分の思いを言葉やしぐさで伝えあえるように少人数で

行う。

・秋が深まる季節ではあったが暖かい日にテラスで遊んで

いたら虫を発見し喜び合う子どもたち。その姿を見てあそ

こにもここにもと天井や壁にいたてんとう虫やカメ虫を夢

中で探していた。探しきれない子に知らせる場面もあっ

た。この体験をもとに冬眠する虫の話の絵本や図鑑などを

一緒に見て興味や関心を広げていきたいと思った。

四季を通じて身近な自然に触れ、様々な遊びにつなげていく

Ｋ「せんせいここ！」

「てんとうむしがいる」

Ｔ「てんとうむしどこにいた？」

Ｔ「いちばんはじめどこにいた？」

Ｋ「しかくいところにいた！」と屋根を指さす

「また２もいる」

G「そこにもいる２こいる」

Ⅰ「やった！」と言いながら見つけて走る

Ｒ「３こいるもう１こみつけた。あそこまでてん

とうむし」

Ｔ「すっごいいっぱいいるね」

Ｋ「ないで（なんで）あそこにもいるの？うまれ

た？どうしてこんなにむしがいたんだろう」

Ｔ「あしょこ（あそこ）にも。ん、ん、おれんじ

いろだった。こわかった。ぷーんってはねがでて

きた。

はっぱのところまで（いった）」

Ｋ「てんとうむしからこんぺいとうもらったの」

Ｋ「おやつたべたいー」


